
  

 

 

 

 

大学入試共通テストと今後のマーク模試について 
1 月１４日(土)・１５日(日)の 2 日間、大学入試共通テストが実施され、本校

3 年生も受験しました。国公立大学への進学を目指している人にとっては避けて

は通れない試験です。近年では共通テストを利用した入試方法を採用している

私立大学も約 9 割に上り、国公立・私立を問わず、大学に進学するための第一関

門となります。皆さんは、令和 6 年 1 月 13 日(土)・14 日（日）が受験日です。 

2 年生の中にも知らない人が意外と多いのですが、共通テストの正式な点数は受験者本人には

教えてくれません。（※高校側もわかりません。） 受験者本人の自己採点の点数を頼りに担

任の先生と相談しながら個別試験（二次試験）の出願先を決定していくことになります。自己採点の点数

が実際の点数と異なると、出願の際の基礎資料（合否判定）や個別試験で押さえるべき得点率にも大きく

影響することになります。つまり、自己採点が正確にできることはとても重要なことなのです。 

2 月 4 日(土)・5 日(日)にはベネッセ共通テスト早期対策模試が実施されます。3 年生になるとこれま

での記述式の県模試に加え、マーク模試も受験することになります。マーク模試を受験する際に一番大事

なことは、自身の持つ力を十分に発揮することに加え、自己採点の点数と返却された実際の点数

が一致していること になります。これからはじまるマーク

模試では、自己採点の点数がいかに正確に出せるかのトレーニ

ングであることも意識して臨んでください。 

話は共通テストに戻りますが、みなさん “問題は見た” もしく

は “解いてみた” でしょうか？センター試験から共通テストに

変わり、3 年目を迎えました。どの科目も文章、会話文、資料、

図説やデータなどの分量が大幅に増え、すべてを解答するのに

時間が足りない、ギリギリだったという話もあちこちで耳にし

ます。共通テストでは、教科書の内容（語句）を覚えるだけでは

容易に解けない出題の割合が多くなり、学習した内容や知識を

もとに、リード文を多面的に読み取り考察しながら正答を導く

力が求められます。本番までの一年、みなさんもそれを意識し

た日々の学習に取り組んで欲しいと思います。 

 

IPT課題探究 
11 月より IPT ではじまった課題探究。これまで各分野のグループで意見を出し合

い、①「問題意識」 ②「調査テーマ」 ③「調査テーマを調べるためにはどのよう

なデータが必要で、どのように収集するか」などを検討してきました。 

１月２０日（金）には、各分野の課題探究にアドバイスを下さる大学の先生方と

の初顔合わせとともに、各グループが設定した「問題意識」「調査テーマ」「調査
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教科名 科目名 平均点 最高点 最低点

国語(200) 国語 105.74 200 0

世界史Ｂ 58.43 100 0

日本史Ｂ 59.75 100 0

地理Ｂ 60.46 100 0

現代社会 59.46 100 0

倫理 59.03 100 0

政治・経済 50.96 100 0

倫理・政経 60.59 100 0

数学①(100) 数学ⅠＡ 55.65 100 0

数学②(100) 数学ⅡＢ 61.48 100 0

物理基礎 28.19 50 0

化学基礎 29.42 50 0

生物基礎 24.66 50 0

物理 63.39 100 0

化学 48.56 100 0

生物 39.74 98 0

リーディング 53.82 100 0

リスニング 62.35 100 0

地歴(100)

公民(100)

理科①(50)

外国語(100)

理科②(100)

R4.1.20 (中間集計その②) より



方法」などについて、さまざまにアドバイスをいただきました。課題設定に用いる言葉の誤りから指摘さ

れるグループも多くあり、普段の学習や生活の中で、いかに「用語」を正しく用いることが重要か、再確

認する良い機会になりました。今後の探究を進める上での方向性が明確になったグループ、課題の設定

を再度話し合う必要が出てきたグループ等さまざまですが、「次はどうするべきか」その方向性が見えて

きたことと思います。アドバイザーの先生もおっしゃっていましたが、大学では、卒業論文などで、今の

課題探究よりもさらに深い探究を要求されます。今回はその手段の一端を体験する意味もあります。ま

ずは 3 月の中間報告を目標に、グループでよりよい課題と調査・探究方法が見つけられるように、限ら

れた時間を有効に活かして欲しいと思います。 

 今回お世話になるアドバイザーの先生方を紹介します。今後も課題探究を進めていく上でお世話にな

る先生方です。積極的に質問をして、自らにフィードバックできるようにしていきましょう！ 

 

【アドバイザー一覧】 

   （分野）        （大学）    （学部）      （アドバイザー） 

・政治経済、地域探究   福井県立大学  経済学部     教授 桑原 美香 先生 

・国際情勢        福井大学    国際地域学部   教授 月原 敏博 先生 

・社会科学        福井大学    教育学部     教授 栗原 一嘉 先生 

・科学技術        福井大学    工学部      教授 小西 慶幸 先生 

・地球環境        福井県立大学  生物資源学部   教授 深尾 武司 先生 

・医療健康        福井県立大学  看護福祉学部   講師 上木 礼子 先生 

 

行事予定 

学年通信の感想や学校生活全般に関するご意見等を寄せていただければ幸いです。 

今後とも保護者の皆様のご支援とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

２月 

4 日(土)・5(日) 

 

6 日(月) ～ 

10 日(金) 

12 日(日)  

15 日(水)・16 日(木) 

 

24 日(金) 

 

28 日(火) 

 

ベネッセ共通テスト早期 

対策模試 

清掃週間 

教室ワックスがけ 

駿台模試（希望者） 

自宅学習日 

(高校入試のため) 

生徒会役員選挙公示 

学年末考査時間割発表 

卒業式会場準備 

３月 

1 日(水)  

2 日(木) ～ 7 日(火) 

8 日(水) 

15 日(水) 

17 日(金) 

 

22 日(水) 

24 日(金) 

 

卒業式 

学年末考査 

頭髪服装検査 

生徒会役員選挙 

自宅学習日 

(入学予定者登校日のため) 

課題探究中間報告会 

退任式 離任式 終業式 

【保護者コメント欄】   ２年      組  生徒氏名                                      
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